
【資料 １】

第６回

☆日 時☆

平成１９年１２月１５日（土）

１３：００～１７：００

☆場 所☆

山口総合支所 第１０・１１会議室

☆テーマ☆

『条例素案づくり』②

目的・理念・項目の検討

☆本日のプログラム☆

１３：０0 スタート・委員紹介・前回の振

り返り・プログラム説明

１３：２５ グループワーク（９０分）

○前回の作業の続き

最初に前回休んだ人との内容共有、班長会

議を実施して進め方を共有します

○目的・理念・柱立てをまとめる

１４：５５ グループ発表（＠２５分×４）

○条例素案の発表

○目的・理念・柱立ての意見交換

１６：３５ まとめ（１５分）

１６：５０ 次回にむけての説明

１７：００ 終了 アンケート記入

■目的・基本理念・項目の模索・検討
○前回に引き続きグループごとに条例素案の検討
○各グループの条例素案を全体で共有

オプション会議〈プロセス検討会＋市民
会議有志〉･･･中間案のたたき台づくり

■柱立ての確認・条文づくり
○プロセス検討会から素案のたたき台の説明
○検討したい章ごとに分かれてグループワーク
○条文づくり

■条文の検証
○市民会議の思いの振り返りと山口市の考えている
地域作り
○たたき台をもとに条文の検証

中間案決定

パブリックコメントへ

オプション会議･･･検証内容をもとに
条例素案を修正し中間案を提言

■中間案の検討、確認
○条例全体の検討･確認○用語の定義

プロセス検討会･･･４グループの条例素
案をひとつにまとめる

オプション会議〈プロセス検討会＋市
民会議有志・・・中間案の整理

６回

１２月

７回

１月

８回

２月

９回

２月

■パブリックコメントやフォーラムの意見をも

とに条例素案の最終案を検討していきます

１０回~

４月以降

予定どおりに進
まないことも考
えられます！

※前回同様、会議の進行状況を見て、プロ
グラムを変更することがあります。

【仮称】まちづくり基本条例の施行（予定）

最終案提言

パブリックコメントへ

平成 21年

４月

７月

議会上程



市民が主体となって、
・弱者の視点に立って相互理解・相互扶助
・伝統・文化・歴史を活かした新しい山口の創造
・安心（安全）して暮らせる、心に潤いのある
まちづくりを目指す

○自発的に考え、行動し、それぞれの持てる力
が発揮でき、活かされる社会となるしくみづく
り
○ 主 権 者 で あ る 市 民と 市 が 責 任 と 役 割
を分担しながら相互に補完していく。
○100 年、200 年先にもつながって行く持続可
能なまちをイメージしながら進める。

条例の精神
テーマ・キーワードは
①市民参画

自ら気付き行動する
市民意識を高める等

②協働
協働及び補完性、つながり合い、支えあう等

③情報共有
④魅力あるまち
⑤コミュニティ自治充実

前文：50 年後、100 年後

に、ここに暮らす人たち

が、この街で生まれて、

暮らしてよかったと思

える街にするため

安心・安全な暮しができるまち
キーワード
○自治組織、育成強化○自立、創造力、主体性、
協力○相互補完○相互扶助○人材発掘○情報共
有○参画・協働によるまちづくり 等

山口らしさを活かした“ま
ち”づくり
つながり合い、支え合う、
主体的に参加出来る・しや
すい“しくみ”

山口市におけるまちづく
りの基本的な事項を定め、
協働のまちづくりを実現
する

①「ひと・まち･歴史と自
然が輝く交流と創造のま
ち山口」実現条例づくり
②住民一人ひとりが生き
がいと誇りを感じるまち
づくりシステムづくり
③行政、議会、市民（自治
会、事業所、市民団体）の
権利と責務の明確化

住民自治による活力あるま
ちづくり
･市民参画の新しい自治シ
ステム
・地域の再発見と活性化

等

条例の目的

何をするためにつく
るのか。他の計画や
条例とは違うこの条
例ならではの性格。

条例の基本理念

条例の目的を達成するための
基本的考え方は何か
（ある程度大きくて、大まか
で、包含するような表現で）

条例の柱立て

基本理念を実現するため、
必要となるものは（柱）は何
か、柱の中にどういう項目
を規定しなければいけない
か具体的に表現

各主体の役割
ネットワーク
協働
情報共有

行政・市長・議会

中間支援組織

情報
事業所
教育機関
市民団体･ＮＰＯ

市民・自治会
調査機関

各主体の役割
情報共有

推進機関

住民投票の実施

交流・連携
コミュニティ活動
まちづくりの協働
参加・参画
条例の位置づけ

協創・育てる条
例検討見直し

各主体の役割
地域コミュニティの促進

自治組織育成強化

人材発掘

相互補完

相互扶助

情報共有

協働

地域のつながりをつくり、楽しいまちづくりを進めて『山口大好き市民』を増やしていくために、みんな

が動いていけるルールづくりにいよいよ取り掛かりました。

前回は、各自考えてきた素案の目的・基本理念を発表し、それぞれが大切にしている視点別にグループに

分かれて、一人ひとりがじっくりと検討してきた内容を出し合い、グループごとにまとめていく作業を行い

ました。委員の考えを尊重した条例づくりに向けて気の遠くなる作業ですが、しっかりと議論して産みの苦

しみを通過することで、まちが元気になる条例につながると思っています。そして今回もこの作業は続きま

す。前回のグループごとの条例素案の目的、基本理念、柱立ての内容を並べてみると・・・


